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体育における態度変容の問題

一シンボジアムを蝿いて－

お､茶の水女子大付中‘賀川昌明

第25回日本体育学会体育心理専門分科会

シンボジァムにおいて、上記の課題がとりあ

げらｵ1たことはすでに御承知の通りである。

そして、この問題に対し、徳永丹羽、長谷

川の5氏か話題を提供し、それぞれ活発な討
論か行なわれた。

このシンポジアムで出された意見拳よび従

来体育の分野で行なわれている嫌点な態度研
究から自分なりの意見を喪とめると次のよう
になる｡

すなわち、体育における態度変容を扱う場

合､その分析を通して体育における人間形成
の問題を明らかにしようとする立場がひとつ、

さらに運動能力その他体育にお､けるパーフ

ォマンスと態度の関連をみようとする立場が

ひとつ。簸後に体育の社会的価値と態度との

関係をさく．ろものがひとつ、というように犬

たぃ3つの分野に分かれているように思われ

る。

そして、そのいずれの場合にもその変容過

程を明らかにしていくことによって態度形成

のメカニズムをさぐり、体育活動と態度との

関連をより明白にしようとしている。

しかし、こういった中で問題と甫・ってくる

ことに次の上うをものがある。

それは、聡度測定の方法とそれによって

示される態度変容の中身」である。すなわち、

現在用いられている態度測定の方法は、も､つ

ばら言語表出による方法、しかも調査法によ

るものが多いため諺そとに示されるものはど

うしても態度の認知的側面が強く出るような

傾向が見られる。したがって、態度得点によ

れば非常に好意的左態度を示してぃるにもか

かわら説.実際にはそれほどの活動もせず、

むしろ鋼査結果とは逆の傾向さえ示すことは、

ままあることである。俗に言う、「本音と建

前」という現象であろうか。

体育における態度形成の特殊性というもの

が仮りし壷るとすれば、それは身体運動によ

る態度変容への影轡であり、身体運動を軸と

した様々な要素の影鞭であろう。そして、そ

れらの態度変容によってもたらされるものは、

体育の場における望寮しい行動の喚起という

ことができる。しかしながら、これらはあく



叢でもそうあってほしいという切なる願望で

あって、現在のところ確たる保証も何もない

のが実情と言えよう。

現在我々が使用している態度調査には、そ

の手続き上、様々な限界が潜んでいる。もし、

こういった観点か．らす．ると、様島宏調査結

果が示す態度の実態とそれらがどのように行

動化されている力、ということは非常に興味

ある問題である。無為この場合そこで使わ’

れた調査法がか友りの稲度をもって被検者の！
こういった技術的問題が片付いたとしても、

次にぶちあたる壁として、これらの調査から

得られた結果と実際に示される行動とのギャ

ップという問題がある。

先にも述べたように、体育における態度変

容の問題は、身体運動から始まって身体運動

に帰るもののように思われる。また、・それぞ

れの分野で進められている研究にしても、暗

にそういったことを前提として分析が行なわ

れているようである。

態度を反映していることが大前提とたるわけ．

ではあるが…･･℃i

今後、こういった意味からも､より一府適

切な調査方法を工夫するとともに、感,IW的偵リ

面、行動的側面など様々な観点から態度とい

うものを分析していき･六いものである。

以上をことに･商単ではあるが、第25回

大会のシンポジァムを機会に感じた玄雀を富｜
とめてみた。

論文 紹介

東京教育大学体育学部．工藤考幾
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た記憶痕跡はKRにエって発達し､、動作の選

択と開始のための撤構であり、motOrpro¥
gramの1つとみなされている。一が
tQ

preprogramminir''理論では学習過程で、

standardとmotorprogramとが発達し§

反応再生時には、motQrprogramから発

せられた遠心性の刺激とstandardと比較す：

るととによってエラーを検出するとされてい・

る。

との2つの躍急の大きな相異点は、輝f蒋幾時の‘

制御回路の伽凝である。R0prenrogramming'

璽鱗に…は中樋に塗ると考えら…｡-｜sed-loop""埋倫においては､末梢にあ′ると

考えられている。このこ.とは､､前者において．

は、intrinsicfPedback:が必ずしも必

要でないのに対し、後者に参いては必要欠<i

べからざゐものであることを意味するb'さら；

に、フィードパッ‘ク.を動作の"guidanCe"i

として使用できない状況のもと･では､鷺.､.pre-I
programnedccntrolを発達させるであi
ろうし、使用できる場合はclosed-1oopを

motol･performanceの学習と保持に関

する理論の中に4@closed-loop"理論と

dOPrelrogramming"理論がある。前者
では、知覚痕跡と記憶疲跡というものを想定

し、知覚痕跡は学習過程でのKRと末梢から

のフィート．パックによって発達し、反応を再

生する時のreference機構として鋤<とさ

れている。Adamsら(1972)が、学習過

程で発達した記憶痕跡は、その過程で得られ

たフィードバックに特有のものであることを

示しているところから、KR除去下で再生す

る時のフィードバックを操作すれば、パーフ

ォーマンスは低下することが予想される。ま



発達させるであろうと考えられる。Sch-

midtと和Ssell(1972)"-;動作時間が短

く方‘る程､;ブイ．＝ドバックを"gliidance"

に使用できをくたる為pj･ebr6granming

の度合が増大する事を見いだじている。この

事は、速い反応ではpreprogranmingが発

達し、遅い反応ではcloSed-loopが発達ナ

る、という事を意味する。これを瑛証するの

が本研究の目的である6$

〔研究方法〕'，“:：

c被識者：大学生男子118名;:女子12名

o課題：6185”のﾄ’ﾗ､クク王のガーソル

を1秒間で動かす6:＜労一ソルリti(X":0.34
． ] ･ i

lkgとd9Kgb2種類の張力がかけられるよう
.にできている。）.

o実験言恒：実験は､学習時期と亜R除去期

の2期に分けられた6学習時期でば#Kfast

responsc"条件"show･resPonse"条件

とも､大きい職'(Id90kg)の力言ｿﾙで上
記課題を伝たったbKR除去期においては、

上記2群は、？それそれ次の5条件;にわけられ

だ。highfeedback条件(rIF)=張力

の犬きいカーソルで行湯う。1IWfeedbaCk

"(LF)=張力かﾄさ応(0.3'4kg)"
ー,ソルで行なう。.nofeedback条件(NF)

＝娠力の大きいカーソルで行議うが、同時に、

ライト点滅の読み取り作業をやらせることに

よって、feedbackに対する注意をそらさせ

た。

;o手続き：学習期は150試行、KR除去期

は50試行、試行f躯は10秒である。すべ

ての条件において、カー･ソルと腕の動きは

Ssから見えないように配慮された。学習期
1 1

では、0．01秒単位でKRが与えられた。

〔結果〕

10試行を1ブロヅクとし§学習期の最後

の’0試行とKR除去期の50試行を測定値
として使用した。Constant."r.oV&:~|

Vaviabl｡鰯『"ゞの雨着について､砥-l
por･serype(2)×ⅣpeOfFeedback(3)

xBlocks(6)、の分散分析を行なうた結果、

両方に共通してフィードバックによる主効果

と、ResponseTypexrypeofirsponse

繁麓繍撫麗篝熊､｜
"slow''条件では、LF,.NF群に､症edbackl

操作によ愚影響があるが､"fas吃為条件では、｜

………嬢診…とい‘うととであった。

〔考察〕

｜これらの猪果よりfastresponse.と｜
slow･responseには、ちかったccntrol

mechanismが存在することがわかる。その

mcchanismのいずれもが､;学習された"r-
formanceを保持するのに有効であるカミ末

哨からのフィードパックの必要性に拳いて明

らかに異たる。そのため、fastt･esPoaSe
の場合intrinsicfeedba.ckを使用す

ることが困難なために、Sはフィー’ドパック

に依存しないcentralcOntrnlmbCh-
･I？

anismを発達させる‘二方.slOwre'SPorSe

の場合フィードバックが反応のとguidanceg'

に有効であるのでsフィー;ドﾉﾐ〃に依存し
*controlmechanismであるところの

closedloopを発達させるのである。

I お 知 ら せ

1．国際身体運動科学会議について

国際身撚運動科学会議Theinterna-
tionalcOngressofPhysicalac-

ti"tys停走nCea瓜'"976年Z月..11
日から16日のオリンピック週間にカナダの

ケベックで鍋艦されます。このことにつきま

して学会渉外係よ.り､日本から何名〈･らい参

加希望者がいるかを鯛査したいという連絡を

いただきました。つきましては、以下に領域

と参加者によって討議されるサプテーマをあ
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2．学会シンポジアムについて
〃-,‐

今年もはやシンポジアムをオーガナイズす
る時期にたりました。つきましては、同封の

アンケート（ハガキ）しててシンポジアムの持
ち方腱ついての御意見をお寄せいただきたく．
お膝い申し上げます｡しめ切りは5月6日と
いたします。多数御返信下さい。
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